
新
城
市
功
労
者
表
彰
式

九
月
二
十
八

日
（
土
）
市
役
所

四
階

会
議
室
で
、
令
和
六
年
度
新
城
市
功
労
者

表
彰
式
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
、
市
功
労
者
表
彰
条

例
〈
新
城
市
功
労
者
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、

市
民
福
祉
の
向
上
又
は
市
政
の
振
興
に

寄
与
し
、
そ
の
功
績
の
顕
著
な
方
を
新
城

市
功
労
者
と
し

て
表
彰
（
公
益

功
労
表
彰
及
び

市
政
功
労
表
彰
）

し
ま
す
。
〉
に
基

づ
く
公
益
功
労

表
彰
者
六
人
、

市
教
育
委
員
会
表
彰
規
則
に
基
づ
く
表

彰
者
六
人
、
感
謝
状
贈
呈
要
綱
に
基
づ
く

贈
呈
者
九
人
お
よ
び
四
団
体
。

感
謝
状
贈
呈
要
綱
に
基
づ
く
贈
呈
者

四
団
体
に
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
が

「
多
年
に
わ
た
り
、
四
谷
の
千
枚
田
の
保

存
活
動
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
認
め
ら
れ
、
感

謝
状
を
拝
受
し
ま
し
た
。

感
謝
状
拝
受
の
心
境

私
ど
も
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
に

こ
の
栄
誉
あ
る
賞
を
賜
り
感
慨
の
至
り

で
あ
り
ま
す
。

思
え
ば
、
平
成
九
年
、
偉
大
な
先
人
の

築
い
た
「
四
谷
の
千
枚
田
」
の
保
存
継
承

を
目
的
に
保
存
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

以
来
、
保
存
会
は
四
谷
の
千
枚
田
を

「
地
域
の
宝
」
と
位
置
付
け
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
、
環
境
整
備
、
都
市
交
流
、
ま

た
、
企
業
の
新
人
幹
部
研
修
の
受
入
れ
な

ど
、
暇
な
く
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
多
く
の
取
り
組
み
が
、
自
然

発
生
的
に
新
城
市
・
愛
知
県
の
顔
と
ま
で

謳
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
揺
る
ぎ
な
い
地

位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

急
傾
斜
地
、
日
本
三
大
石
積
棚
田
の
保

存
継
承
は
大
変
で
す
。
そ
れ
で
も
会
員
は

先
祖
の
偉
大
な
遺
産
「
四
谷
の
千
枚
田
」

を
守
り
続
け
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
努
力
が
、
新
城
市
功
労
者
表
彰

感
謝
状
拝
受
に
結
び
つ
い
た
と
思
い
ま

す
し
、
こ
の
栄
誉
あ
る
賞
を
糧
に
保
存
会

は
新
城
市
の
顔
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
地

域
の
宝
と
し
て
保
存
継
承
に
、
ま
す
ま
す

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
三
河
ト
レ
ラ
ン

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
協
力

奥
三
河
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー

ス(
T
r
ai
l
Ru
n
n
in
g

Ra
c
e
)

の
概
要

平
成
二
十
七
年
に
開
催
し
た
「
奥
三
河
パ

ワ
ー
ト
レ
イ
ル
」
は
、
東
海
自
然
歩
道
開

通
五
十
周
年
の
節
目
の
今
年
、
「
奥
三
河

T
ra
i
l
R
u
n
ni
n
g
R
ac
e

」
と
名
称
変
更
、

コ
ー
ス
は
新
設
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
三
十
五

㎞
。
地
域
に
暮
ら
す
奥
三
河
の
温
か
い

人
々
の
お
も
て
な
し
を
受
け
な
が
ら
、
東

海
自
然
歩
道
で
の
レ
ー
ス
を
展
開
す
る
。

開
催
日

令
和
六
年
十
月
二
十
七
日(

日
曜
日)

選
手
受
付
（
当
日
の
み
）

午
前
五
時
三

十
分
～
午
前
七
時(

田
口
小
学
校
）

ス
タ
ー
ト

午
前
八
時(

田
口
小)

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
制
限

午
後
六
時(

ふ
れ

あ
い
パ
ー
ク)

出
走
者

約
三
百
人

こ
の
大
会
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(

ふ
れ
あ
い
広
場)

の
運
営
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
当
日
は
参
加
選
手
の

到
着
は
九
時
半
頃
を
想
定
、
到
着
し
た
選

手
に
は
「
お
に
ぎ
り
」
や
「
シ
シ
汁
」
を

振
る
舞
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
役
、
協

力
し
て
頂
く
皆
さ
ん
に
は
早
朝
か
ら
炊

き
出
し
等
、
準
備
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
、
そ
こ
ん
と
こ
ろ
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
無
理
は
承
知
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り

第 253 号

速

報
令
和
六
年
度
「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全

国
表
彰
事
業
（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
）」
の
受

賞
団
体
が
決
定
。

農
林
水
産
省
は
、
農
山
漁
村
に
お
け
る

「
む
ら
づ
く
り
」
の
優
良
事
例
を
表
彰

し
、
そ
の
業
績
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
む
ら
づ
く
り
の
全
国
的
な
展
開

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
農
林
水
産
祭

の
む
ら
づ
く
り
部
門
と
し
て
「
豊
か
な
む

ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。

こ
の
た
び
、
東
海
農
政
局
管
内
（
岐
阜

県
・
愛
知
県
・
三
重
県
）
か
ら
「
東
地
区

集
楽
環
境
保
全
会
」
が
農
林
水
産
大
臣
賞

を
、
ま
た
、「
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
」
、

「
株
式
会
社
七
転
八
倒
」
が
東
海
農
政
局

長
賞
を
受
賞
し
た
。



鳳
来
寺
小
の
稲
刈
り

鳳
来
寺
小
学
校
は
平
成
二
十
八
年
度

に
鳳
来
寺
、
海
老
、
連
谷
の
四
校
が
統
合
、

千
枚
田
で
は
旧
連
谷
小
学
校
時
代
か
ら

学
校
田
が
あ
り
、
米
作
り
を
続
け
て
き
た
。

鳳
来
寺
小
五
年
生(

九
人)

は

五
月
十

七
日
に
田
植
え
を
行
っ
た
。
以
降
、
児
童

た
ち
は
稲
の
生
育
状
況
を
兼
ね
て
多
様

性
に
富
ん
だ
四
谷
の
千
枚
田
の
自
然
・
生

き
も
の
観
察
な
ど
、
校
外
学
習
の
場
と
し

て
頻
繁
に
訪
れ
て
い
た
。

九
月
十
九
日
、
児
童
た
ち
は
、
豊
作
を

夢
見
て
「
今
日
は
稲
刈
り
だ
」
と
わ
い
わ

い
が
や
が
や
と
勇
ん
で
来
た
も
の
の
田

ん
ぼ
の
稲
を
見
て
唖
然
。
つ
い
、
先
日
来

た
時
に
は
黄
金
色
に
色
ず
ん
だ
稲
を
見

て
豊
作
間
違
い
な
し
と
思
い
込
ん
で
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
稲
は

踏
み
倒
さ
れ
、
稲
穂
は
喰
い
ち
ぎ
ら
れ
、

無
残
な
惨
状
に
ビ
ッ
ク
リ
。
幼
い
目
が
悲

し
く
映
っ
た
。
そ
れ
で
も
児
童
た
ち
は
丹

精
込
め
て
育
て
た
稲
で
あ
り
、
お
コ
メ
の

大
切
さ
を
逆
に
悟
り
、
せ
っ
せ
と
稲
刈
り

に
励
ん
だ
。

収
穫
し
た
稲
は
予
想
の
半
分
に
も
満

た
な
い
量
で
あ
っ
た
が
、
学
ぶ
こ
と
は
大

き
か
っ
た
よ
う
だ
。

児
童
た
ち
に
は
、
農
家
は
自
然
相
手

(

天
候
・
獣
害)

で
思
っ
た
よ
う
に
は
い
か

な
い
、
数
年
前
ま
で
は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

が
大
き
か
っ
た
が
、
昨
年
は
ほ
と
ん
ど
の

田
ん
ぼ
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
入
り
大
き
な

被
害
が
あ
っ
た
し
、
今
年
は
出
穂
期
か
ら

サ
ル
の
軍
団(

多
い
時
に
は
約
五
十
匹)

が
田
ん
ぼ
の
稲
穂
を
食
べ
る
た
め
に
侵

入
、
踏
み
荒
ら
さ
れ
た
。
サ
ル
は
電
気
柵

や
獣
害
防
止
柵
で
防
げ
る
も
の
で
は
な

い
。
農
家
は
野
生
動
物(

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
、
サ
ル)

の
被
害
を
く
い
止
め
る

た
め
に
電
気
柵
や
ノ
リ
網
、
カ
ラ
ー
テ
ー

プ
を
張
っ
た
り
、
爆
竹
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

な
ど
で
威
嚇
し
た
り
し
て
、
少
し
で
も
被

害
の
な
い
よ
う
に
日
夜
頑
張
っ
て
い
る
。

等
々
、
自
然
と
の
闘
い
を
児
童
た
ち
に
説

い
た
。

Ｊ
Ａ
愛
知
東
こ
ど
も
農
学
校

さ
ぁ
！
み
ん
な
で
一
緒
に
、

ふ
る
さ
と
奥
三
河
の

大
自
然
の
中
へ
飛
び
出
そ
う
！

Ｊ
Ａ
愛
知
東
は
一
年
間
の
農
業
体
験

を
通
じ
て
、
こ
ど
も
達
に
「
食
」
と
「
農
」

の
大
切
さ
を
教
え
る
「
こ
ど
も
農
学
校
」

を
開
校
し
て
お
り
、
今
年
が
記
念
す
べ
き

二
十
周
年
目
で
十
一
校
八
十
三
人
の
児

童
が
参
加
し
た
。

稲
作
体
験

九
月
二
十
一
日
（
土
）
、
曇
り
の
ち
晴
れ
。

「
四
谷
の
千
枚
田
」
で
五
月
十
一
日
に
植

え
つ
け
た
米
「
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
」
の
稲
刈
り

を
行
っ
た
。

予
定
で
は
親
子
参
加
で
あ
っ
た
が
、
当

日
の
天
気
が
雨
模
様
で
、
急
遽
児
童
の
み

の
参
加
と
な
っ
た
。
こ
の
日
は
夏
並
み
に

暑
か
っ
た
が
晴
れ
て
稲
刈
り
日
和
に
な

っ
た
。
送
迎
バ
ス
を
降
り
、
学
習
田
ま
で

テ
ク
テ
ク
歩
い
て
行
き
、
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら

稲
刈
り
の
指
導
を
受
け
て
稲
刈
り
を
、
そ

し
て
刈
り
取
っ
た
稲
を
稲
架(

は
ざ)

に

掛
け
る
ま
で
の
農
作
業
を
体
験
。
汗
だ
く

の
暑
い
一
日
で
あ
っ
た
が
児
童
た
ち
は

「
食
」
と
「
農
」
に
携
わ
る
厳
し
さ
を
身

を
以
て
体
験
し
た
。

後
日
談=

稲
架
が
倒
れ
た
。
た
ぶ
ん
、
稲
架

の
な
る
ん
棒
が
折
れ
ち
や
っ
た
か
、
で
き

す
ぎ
て
稲
が
重
か
っ
た
…
か
も
？
こ
れ

も
、
今
後
の
教
訓
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

◆

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
か
ら

「
地
域
活
性
化
伝
道
師
」
に
小
山
舜
二
が

地
域
お
こ
し
の
専
門
家
と
し
て
継
続
登

録
さ
れ
た
。

今
後
の
予
定

十
月
十
五
日
、
市
内
千
郷
小
学
校
三
年
生

(

四
十
名

校
外
学
習)

十
月
十
七
・
十
八
日
、
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

(

七
名
参
加

長
野
県
上
田
市)

十
月
二
十
日
、
保
存
会
環
境
整
備
活
動

十
月
二
十
四
日
、
絵
画
Ｃ
Ｎ
審
査
会

十
月
二
十
七
日
、
奥
三
河
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
レ
ー
ス
運
営
協
力

十
一
月
十
一
日
、
ふ
る
さ
と
指
導
員
全
体
会

議

(

豊
田
市
稲
武
町
ど
ん
ぐ
り
工
房)

行

令

和

六

年

十
月

十

五

日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二


